














































































甲南大学学生相談室紀要 第17号 2009 
について、 2つの学内アンケート調査の結果を基
に考察してみたい。







































教員 12 126 
職員 5 112 
不明 3 2 
総計 20 240 












































































































































































































































あい 勧めいて はいるて 思ゎ る


































































甲南大学学生相談室紀要 第17号 2009 
表 3 学生指導・学生対応で困ったこと、難しさを感じたことの分類













































































10 15 20 25 (人）
図8 学生対応に困った例 (2004) と学生指導・学生対応で難しいと感じる例 (2009)の内訳
表4 教職員へのどのようなサポートがあるとよいか
力 テ ゴ リ 件数
対 学生への研修・指導（マナー、自己理解、マナー委員の配置、管理職者の毅然たる態度、入学時教育等） 10 
学 学生処分を検討する機関の設置、厳罰化 3 
生 学生への心のケア（危機対応を含む） 2 
教職員への研修（学生対応、発達障害、学生相談室へのつなぎ方などについての研修会・勉強会、新 ， 
対 任教職員向け研修、 FDセミナー等）






畠事務部局での相談体制の構築、学生対応専門の事務職員の設置、経験豊富な職員による窓口対応 4 横断的な支援システム 1 





SA, TAの増強 1 
闊胃 本人、保護者等への連絡 3 
保護者指導 1 


























































































































































































































































中央教育審議会 2008. 12. 24 学士課程教育の構築に
向けて（答申）











Awareness Among University Teachers and Staff Regarding Student Support and Advising: 
From the Questionnaire Survey in 2004 and 2009 in Konan University 
TAKAISHI, Kyoko 
Kanan University 
This paper is aim to clarify the awareness among teachers and staff regarding student support and 
advising based on two questionnaire surveys excuted in Konan University. The first survey was done by 
the student counseling room in 2004, and the second survey was done by the Student-life support 
committee in 2009. 
The following three points are showed from the comparison of results of the two surveys and from 
the category division of free descriptions: First, the concern for the student support of teachers and staff 
seems to have risen in these five years. Second, the shift "from mental problem to manners problem" 
is seen from what situation the teachers and staff feel difficulty in student advising. The third, many 
teachers and staff feel the necessity of obtaining and sharing of the information about student support. 
At the end is considered the problem which should be thought in the future: that is, although we 
have personal sense of values, we have to do what should be provided to each student in light of the 
mission of the student support of Konan university. 

































□しばしばある 口ときどきある 口たまにある □とくにない~ 憫 2へ）
【問1-1】具体的に、どのようなとき、どのようなことで困ったかを、差し支えのない範囲でお関
かせください。（例：学生が自殺をほのめかすメー ルを送ってきた、同じ質問を一方的に繰り返す学生をた
しなめたら「逆ギレJされた、等）
属 1-2]問1-1で書いてくださったような例においては、どのような教職員へのサポー トがあ
るとよいと思いますか。具体的にお書きください。
??????
??????
?
? ? ?
???
資料2
【問2】本学の学生支援の体制についてお尋ねします。
本学の学生支援の体制について、どのようにお感じですか。あてはまる口にチェックとを
入れてください。泌須）
（「＋分整っている」にチェックされた方は、問3にお進みください。）
□十分整っている ~ （問3へ）
□整っているが、まだ改善の余地がある
□あまり整っていない
Dまったく不十分である
□どんな体制になっているかよくわからない
【間2-1】とくに不足していると思う学生支援の領域は以下のどれですか。あてはまる口にチェッ
クとを入れてください。（複数回答可）
□修学支援隕修指尊、補習、個別学習指尊等）
□生活文援（哭学金、アルパイト、下宿等）
□心理教育的支援（カウンセリング、自己理解促進プログラム等）
□キャリア支援頃熾、進学指尊等）
□健康竹理支援（健康教育、栄蓑管理等）
D輝判譴（｛痒い、細作成、修学環英綱控寺）
□留学生支援（異文化交流、情報提供等）
□正課外活動支援（クラプ活勁、社会貢献等）
□ピアサポー ト（学生ボランティアによる学生支援）
Dその他 (200字以内でお害きください）
【問 2-2]どのようなとき、どのような支援が必要と思われたか、具体的な経験があればお書きく
ださい。
1問3】本学の学生支援における具体的な取組みについてお尋ねします。
1問3-1】学生部医務室では、看護師・養護教諭の資格を持ったスタッフが、心身のサポートを行
っていることをご存知ですか。あてはまる口にチェック区を）Jしてください。（必須）
□知らない
□知っていて、学生に勧めたことがある
□知っていて、必要があれば学生に勧めようと思う
□知っているが、学生に勧めようとは悉わない（その理由を 100字以内でお書きください）
佃 3-2】学生相談室では、カウンセラーが学生対応に関する教職員専用の「メール・コンサルテ
ーション」サーピスを行っていることをご存知ですか。あてはまる口にチェック Z をAfし
てください。（必須）
□知らない
□知っていて、利用したことがある
□知っていて、必安があれば利用しようと思う
□知っているが、利用しようとは思わない（その理内を 100字以内でお書きください）
1問3-3】スポーツ・健康科学教育研究センターでは、必修科目の履修に当たって、 J心身に事情を
抱えた学生に対する個別対応の制度を実施していることをご存知ですか。あてはまる口にチ
ェック 12を入れてください。（必須）
□知らない
□知っていて、学生に勧めたことがある
□知っていて、必要があれば学生に勧めようと思う
□知っているが、学生に勧めようとは思わない（その理由を100字以内でお書きください）
【問4】本学の学生支援をさらに実効性の高いものにしていくために、どのような活動の工夫（連携、
委員会活動、全学的プログラムの実施、教職員研修等）が必要と思いますか。ぜひご意見、ご提
言をお書きください。
【問5】学生支援全般について、ご意見などを自由にお書きください。
ご協力有難うございました。
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